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　僕は最近、歯周病に悩まされている。従来の治療
は、歯周病に関しては抜歯が主だ。そして、僕は地

元の国立市内の歯医者へ通院し、歯周病の歯を抜い

た。しかし近年は、抜歯せずに治療する歯医者もで

てきた。その歯医者のグループを日本歯周病学会と

いう。僕はこれを知り、この学会の歯医者を自分の

住まいの近くで探した。ところが、この学会の歯医

者は、僕が脳性麻痺なので、診察してくれなかった。

思えば、しょうがいしゃを治療する歯医者は、まだ

まだ少ないのが現実だ。その現実と、更に、ハード

ルの高い日本歯周病学会の医者に的を絞ると、脳性

麻痺の僕を治療する医者は、居なかった。少なくと

も、近隣では居ないのが、分かった。

　そこでしかたなく、東京都新宿区の飯田橋のしょ

うがいしゃ専門の歯医者へと通院している。この歯

科医療機関は、歯周病に対しては、症状に応じて、

抜歯せずに、治療をしてくれた。しょうがいしゃ専

門の都立の歯医者なので、そこでしか治療をできな

い、重度知的しょうがいや、重度の自閉症のしょう

がいしゃが、たくさん治療のために来ている。もち

ろん重度身体しょうがいしゃも来ている。そこで、

この病院内での治療風景は、とても騒がしい。重度

の知的しょうがいの患者は、治療が怖い、痛い、な

ので、泣き叫びながら治療を受けている。医者と歯

科助手、あるいは、ヘルパーは、そういう患者を相

手に、一所懸命なだめながら励ましている。「だい

じょうぶだから。痛くしないから。がんばって。お

願いだからじっとしていて」そう言われているしょ

うがいしゃは、「うんうん」と、返事はするものの、

やっぱりダメで、今にも治療用の椅子から逃げ出そ

うとして、ジタバタしている。大声を出して泣き叫

んでいる。

　僕はその隣の席で治療していて、その状況は凄ま

じいものだと驚いていた。その騒ぎは治療室だけに

とどまらず、待合室にも響いてくる。その時に、僕

のヘルパーは、引きつった顔で呟いていた。「僕も

いま、知的しょうがいのヘルパーの仕事を週に１回

やっている。そうした仕事の中で、その知的しょう

がいしゃに歯科治療を受けてもらうことがヘルパー

としてできるか？とても不安。だってこれ、見方に

よってはしょうがいしゃ虐待と見られてしまう。虐

待と言われたらどうしよう。下手をすると保護者

だってそう見る。どうしたものか」と、深く悩んで

いた。　

　

　この時に僕は、僕のヘルパーに言った。「そうい

う時こそ、ヘルパーとしょうがいしゃの関係性が問

われるよね。とりわけ、知的しょうがいしゃや、自

閉症のしょうがいしゃは、関係性において難しいし、

自信を持って、本人の歯の状態と、絶対に治療が必

要な状態を受け止め、治療を受けてもらいたいとい

うことを、周りのヘルパーや関係者が言っていける

かどうか？それが深刻に問われると思う」それに対

して僕のヘルパーは、頷きながら「そうなんですけ

ど、いやぁ、ヘルパーとしても本当にしょうがいしゃ

と向き合ってつながりを作って、それに自信を持っ

ていないと、そういう場面に耐えられないし、天野

さん、逃げ出したくなるよ」と心情を述べていた。

　僕は、知的しょうがいしゃと関わっているヘル

パーや、知的しょうがいしゃのグループホームの職

員たちとも知り合いが多い。その彼らが、共通の大

きな悩みとして、いつも言ってくるのが、保護者と

の齟齬（そご）である。あるいは、保護者の意見を

優先させるべき、という意見である。僕自身、保護

者という親から離れて、長年地域で一人暮らしをし

ている。僕は重度の身体しょうがいしゃなので、そ

れ以前は親の保護のもとに生活していた。そうする

と、僕が生まれてから大人になるまで、親は僕の世

話をしていたからこそ、親は自信を持って僕に対し

て、セーフティーネット、安全圏へと、僕を囲い込む。

　僕はそれが鬱陶しいのと、親の深い配慮があり過

ぎるので、世界がまるで広がらなかったし、自分と

しての生きる力が身につかなかった。それによる不

安の方が大きかった。未知との体験や、それによっ

て味わえる、開発される生きる力、自分の柔軟性が

欲しかった。それが、保護者の存在によって結果と

して奪われていった。知的しょうがいしゃや自閉症

のしょうがいしゃの場合、自分からそれを積極的に

言えなかったりするし、そういう自分の客観状況は

認識できない。それがたまたま、親以外の人間が関

わることによって、しょうがいしゃ本人の世界が開

けてきたり、自己変革が促されてゆく。そういう意

味で、ヘルパーと、あるいは職員と、しょうがいしゃ

との関係性は非常に意味と価値がある。したがって、

ヘルパー、あるいは職員は、しょうがいしゃと向き

合って関係性を作る中で、自信を持ってしょうがい

しゃの存在を引き受けていってほしい。

（評議員　天野誠一郎）
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